
 
 

平成２５年度当初予算  特色のある主な事業 

都 城 市 

№４ 



1 市歌制定事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料1

2 健康医療ゾーン整備事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料2

3 がん検診事業(個別通知） ・・・・・・・・・・・・・ 資料3

4 障害幼児言語訓練事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料4

5 こども基金活用事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料5

6 ＡＬＴによる語学指導事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料6

7 学校運営協議会制度推進事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料7

8 小学校図書館サポーター配置事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料8

9 特別展・企画展事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料9

10 都城島津伝承館特別展開催事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料10

11 志和池最終処分場第２期建設事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料11

12 クリーンセンター建設事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料12

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業　目次



13 雇用創出ゾーン関連整備事業（大井手地区） ・・・・・・・・・・・・・ 資料13
雇用創出ゾーン関連整備事業（穂満坊地区）
工業用地造成事業

14 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料14

15 「はばたけ都城」６次産業化推進事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料15

16 養豚生産性向上対策事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料16

17 全国和牛能力共進会対策事業（４事業） ・・・・・・・・・・・・・ 資料17

18 ＪＲ吉都線１００周年記念事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料18

19 山之口ＳＡスマートＩＣ整備事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料19

20 郡元東南地区緊急整備事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料20

21 高城運動公園整備事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料21

22 高崎分署移転事業 ・・・・・・・・・・・・・ 資料22



○市歌制定事業

　１　事業目的

　２　事業概要
○選定方法

市歌選定委員会を設置し、公募方式による選定を行うものです。
なお、請願のあった富松良夫氏の作品も公募対象とします。

○市歌選定委員構成
音楽・教育文化関係者　   ３名程度
一般（公募・団体推薦等）　３名程度 ○スケジュール

○公募範囲・応募資格等 平成２５年度 市歌選定委員会の設置

市歌選定委員会において検討 市歌の公募及び選定

平成２６年度 作曲依頼・ＣＤ作成

　３　予算額 平成２７年度 都城市１０周年記念式典での発表
本年度事業費　１，０４０千円 （平成２８年１月予定）

・ 報償費（賞金） ４５０千円
最優秀賞作品　　１点（３０万円）
入選作品　　　　　５点（各３万円）

・ 選定委員会事務費　外 ５９０千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

企画部・経営戦略課

  「市民の願いがかなう　南九州のリーディングシティ」の実現に向け、さらなる市民の一体感の醸成・郷土愛の高揚、市のＰＲ等を図
るため市歌を制定するものです。
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○健康医療ゾーン整備事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

企画部・経営戦略課

サブシティ構想で位置づけた戦略的振興拠点地域である健康医療ゾーンに、都城市郡医師会病院等を移転整備するものです。

都城市郡医師会病院、都城救急医療センター及び都城健康サービスセンターを一体的に移転し、広域の高次救急医療拠点として整

備することにより、都城圏域住民の安心安全の向上を図ります。

平成２６年度中の開院に向け病院等施設の建築工事及び多目的広場

用地の土地造成等工事を実施します。

１，２３３，６９２千円
【内訳】

土地造成等工事（２工区 多目的広場用地 駐車場等） ４５，０００千円

土地造成等工事（３工区 多目的広場用地 広場、植栽） ４５，０００千円

建築設計・監理業務等負担金（監理業務） ８，４７５千円

建築工事費等負担金及び補助金 １，１２４，５１７千円

トイレ整備（多目的広場用地 設計・建築）外 １０，７００千円

○新しい都城市郡医師会病院等の鳥瞰図

土地造成等工事
（２工区・３工区）

建築工事等

開　　院

平成２４年度 平成２６年度平成２５年度

健康医療ゾーン整備事業　年次計画
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○がん検診事業(個別通知）

　１　事業目的

　２　事業概要

【対象者】
子宮がん検診　　　  ：２０歳以上の偶数年生まれの女性　
乳がん検診 　 　　  ：４０歳以上の偶数年生まれの女性
胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診

　３　予算額

１１４，３７７千円 （うち　がん検診案内個別通知　８，８８０千円）

  ４０歳以上の男女

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

健康部・健康課

　本市のがん検診受診率は、宮崎県内９市の中で、７番目となっています。がん検診の普及啓
発をより推進し、受診率向上を図るため、対象者に対して個別通知を実施するものです。

いたっみろかい
がん検診

　がん検診事業は、胃がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肺がん検診を６月から
実施を予定しています。対象者に対して、ダイレクトメール方式で案内するものです。
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○障害幼児言語訓練事業

　１　事業目的

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

福祉部・福祉課

　人間関係や社会性を身につけることの基本となる言葉の訓練を幼児期に行います。
　言葉が気になる幼児や、言葉と共に発達が気になる幼児に対して言語訓練をすることで、コミュニケーション能力が取得
できるようになります。また、言語訓練をすることで他の障がいを早期に発見することが可能となり、早期療育につなぐこと
ができます。さらに、家族にとっても育児不安が解消され母子共に安心した関係性が保たれ、本人の将来にとって自立の
促進が図られます。

　２　事業概要

未就学児
都城市こども発達センターきらきら　（祝吉町）

　３　予算額
１，４２５千円

報償費　　　　１，３８５千円
備品購入費　　　　４０千円 個性を大事に

ことばの訓練や療育支援

【 内 訳 】

　 就学前の言語発達に遅れのある幼児とその保護者に、言語聴覚士による言語訓練や言語発達に関する相談・指導を行
います。この事業は、平成２５年度から宮崎県の障がい幼児言語訓練事業が廃止されるため、都城市が引き続き実施する
ものです。

【 対 象 児 】
【 実 施 場 所 】

こどもの発達に必要なコミュニケーション

ただいま
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○こども基金活用事業

　１　事業目的
　「こども基金」は、少子化の進行や女性の社会進出などによる生活環境の変化に対応するとともに、市民が安心して子どもを生み育て、
子どもがいきいきと育つ環境を整えるための子育て支援施策の充実を図ることを目的として設置しています。
　この「こども基金」を積極的に活用し、各種事業を展開することにより、次世代育成支援施策のさらなる推進を目指します。

　２　事業概要

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

福祉部・こども課

■こども基金活用事業費補助金
　子育て支援活動、児童健全育成等の活動を推進するため、子育て支援グループ等が自ら
企画、実施する事業の支援策として、平成２１年度から「都城市こども基金活用事業補助
金交付要綱」を制定し、申請があった団体に対し補助金を交付してきました。
　これまでは、同一団体に対する補助金の交付回数を累計３回までと制限していましたが、
平成２５年度からこの交付回数の制限を撤廃し、団体（上限２００千円）の支援を継続して行
うこととしました。

　３　予算額
２，４００千円
　（内訳）２００千円×１２団体
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○ＡＬＴによる語学指導事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額

 ３０，６７１千円

合　計 ７名 ９名

２名 ５名

※　ＡＬＴ：外国語指導助手 業務委託 ２名 １名

　　 ※　その他、外国語スピーチコンテストや地域における国際交流活動への協力等も行っています。　　　

平成２４年度

→

平成２５年度

ＪＥＴプログラム ３名 ３名

地域在住外国人

　　 ○　教材作成等の支援

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

教育委員会・学校教育課

　　　 ＡＬＴの語学指導を通して、語学向上並びに豊かな国際感覚を身に付ける機会を提供します。

　　　 市内全小学校第５、６学年外国語活動、全中学校全学年英語科の授業等にＡＬＴを派遣し、以下の業務を行っています。

　　 ○　授業における学級担任や教科担任による指導の補助

平成２４年度から地域在住外国人をＡＬＴとして雇用し、計画的にＡＬＴの増員を進めています。

現在、小学校第５、６学年外国語活動の全授業に２週間に１回程度の割合で、中学校全学級の授業に３週間に１回程度の割合でＡＬ

Ｔを派遣しており、語学指導や国際理解教育の補助を行っています。

平成２５年度は地域在住外国人を含むＡＬＴ２名を増員し、９名（ＪＥＴプログラムＡＬＴ３名、地域在住外国人ＡＬＴ５名、業務委託ＡＬＴ１

名）とし、学校への派遣回数を増やし、児童生徒の語学向上や豊かな国際感覚の育成の機会を一層充実させていきます。

また、今後も、計画的にＡＬＴの増員を行い、平成２８年度には１４名に倍増し、英語教育環境のさらなる充実を図っていきます。
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○学校運営協議会制度推進事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額 （イメージ図）

３，２７９千円
説明

任命 承認・評価・意見

意見 　　協力要請

見守り・支援・参画

　　協力・要請 支援

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

教育委員会・学校教育課

小・中学校に「都城市学校運営協議会」を設置し、積極的な支援体制を各校に確立することにより、学校・家庭・地域社会が一体と
なって学校づくりに取り組み、地域に開かれ、地域に支えられる学校（地域の中の学校）づくりに資するとともに「まちづくり」の一助と
します。
　このことにより、都城市が抱える様々な課題（例えば学力向上や生徒指導、コンプライアンス、防災教育の推進等）を、地域と深く関
わりながら解決していくことが期待できます。

　都城市内小・中学校全校に「都城市学校運営協議会」（委員８名）を設置します。学校運営協議会は、法律に基づき、学校経営の
承認、校長・委員会への意見を述べる権利などが保障され、主体的な学校経営への参画が期待されます。また、運営協議会は、主
体的に学校を支え、協力する学校応援団としての機能を持ちます。さらに、学校運営協議会を機能的に運営するために、委員の研
修会を計画的に開催します。

教育委員会

学校（校長）

保護者・地域

学校の諸活動

学校運営協議会

○ 学校運営の基本方針

○ 学校運営

○ 学校の自己評価
○ 教育管理

○ 施設管理

○ 服務監督

○ 子どもの生活

○ 授業参加(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ)

○ 学校行事参画

- 資料7 -



○小学校図書館サポーター配置事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額
９,２１７千円

25 １３名 １人あたり２～３校
24 １０名 １人あたり３～４校

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

教育委員会・学校教育課

　小学校の学校図書館活用の工夫及び環境の改善、並びに読書活動の充実を図るために、小学校図書館サポーターを配置し、児
童の読書への興味や関心を高め、読書活動を推進します。

　平成２２年度から市内３７小学校に図書館サポーターを配置し、児童の読書活動を推進しています。

　図書館サポーターの主な業務
　　①掲示物の作成・掲示や特設コーナー等の設置などの図書館設営に関すること
　　②国語科等の関連図書の選本・紹介などの授業サポートに関すること
　　③昼休み時間や給食時間等の読み聞かせ活動に関すること

　平成２４年度は、１０名の図書館サポーターが、一人あたり約４校を担当し、週１回程度の割合で学校を訪れ、読み聞かせや本の紹
介など行ってきております。事業の成果として、平成２４年５月１ヶ月間の総読書冊数は、前年５月を３１，０６５冊上回り、１３２，４５０
冊となっています。また、児童一人あたりの図書貸出冊数も年々伸びてきており、平成２４年度も平成２３年度実績の４７冊を上回る
見込みです。

　平成２５年度は、３名増員し、１３名の図書館サポーターを各学校に派遣し、学校図書館の環境整備、児童の読書活動の支援等の
充実をはかり、児童の読書への興味や関心を高め、読書意欲の向上に努めていきます。

年度 配置人員 担当校数
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○特別展・企画展事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額
１４，６００千円

「九谷風鉢」北大路魯山人

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

教育委員会・美術館

　地方で鑑賞する機会の少ない国内外の優れた作品を、特別展・企画展で公開することにより、広く市民の芸術体験を深め芸術文化の
振興を図るものです。

　 北大路魯山
　きたおおじ　　ろさんじん

人は、陶芸や書、絵画、漆芸などの幅広い分野において、伝統を深く学びつつも、斬新で個性的な作品を生み出した芸術

家です。魯山人展は、これまで県内の美術館や博物館では開催されておらず、今回が初めてとなります。

　この展覧会で、笠間日動美術館所蔵の作品を約８０点展示します。注目すべきは、笠間日動美術館に寄贈され、アメリカのサンディエゴ

から里帰りしたカワシマ・コレクションで、ほとんど未使用の３２点に及ぶ陶芸作品は九州初公開です。料理と器の総合的な演出を目指し

た独特の魅力あふれる造形の世界を紹介します。

名称：　生誕１３０年　魯山人の宇宙展

会期：　平成２５年１１月１０日（日）から１２月１５日（日）　３１日間（休館日を除く）
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○都城島津伝承館特別展開催事業

　１　事業目的

　２　事業概要

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

教育委員会・都城島津邸

　他館との連携によって多様な史料を駆使し、幅広い視点から都城及び都城島津家の
歴史像を提示することで、都城の歴史の魅力をより広く発信します。

徳川幕府崩壊のきっかけとなったペリー来航から 今年でちょうど１６０年目を迎えま

　　　・主な展示資料（予定）
　大久保利通関連資料 （鹿児島県歴史資料センター黎明館所蔵：重要文化財）
　桜田事変絵巻　　　　  （桜田門外の変：彦根城博物館所蔵）
　ペリー浦賀来航図      （彦根城博物館所蔵）
　西郷隆盛直筆書        （東京池上本門寺所蔵）
　於治宛島津久静書状 （島津久光率兵上京関連：都城島津邸所蔵） 　ほか

　３　予算額
５，４０４千円

　徳川幕府崩壊のきっかけとなったペリー来航から、今年でちょうど１６０年目を迎えま

す。そこで、近代国家への飛躍の始まりで、新たな日本国家の船出である幕末維新期

に焦点を当て、都城島津家と薩摩藩の人々の動向とその歴史的意義について紹介し

ます。

名 称　　　　：　「『幕末維新』近代国家への飛躍 ―島津久光
しまづ　ひさみつ

と島津久静
しまづ　ひさなが

」

会期（予定）：　平成２５年１０月５日（土）から１２月１日（日）５０日間

桜田事変絵巻（桜田門外の変：彦根城博物館所蔵）

於治（おはる）宛島津久静書状（島津久光率兵上京関連：都城島津邸所蔵）
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○志和池最終処分場第２期建設事業

　１　事業目的
　第１期処分場が平成２５年９月には埋立終了する予定であるため、隣接地に第２期処分場の建設を進めているものです。
　計画施設は遮水シートを二重構造にするなど、適正かつ安全な施設を実現するとともに、第１期処分場埋立終了に伴い、閉鎖対策工事
を実施するものです。

　２　事業概要
　[事業箇所]　 都城市上水流町
　[計画面積]　 約　１８，０００平方メートル
　[計画容量]　 約１３７，０００立方メートル
　[総事業費]　１，３３２，０００千円

・　事業スケジュール予定

　３　予算額
４４４，０００千円
・　予算額のうち主なものは、委託料３５，１９１千円、工事請負費４０７，８７９千円
　①　委託料については、第２期処分場造成工事及び第１期処分場閉鎖対策工事の施工監理等委託の経費です。
　②　工事請負費については、第２期処分場造成工事及び第１期処分場閉鎖対策工事の建設費用を計上しています。

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

環境森林部・環境施設課

＜完成予想図＞

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

第2期処分場造成工事等

第１期処分場閉鎖対策工事

浸出水処理施設

能力増加工事

施
設
稼
働施

設
稼
働

浸出水処理施設

能力増加

実施設計等
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○クリーンセンター建設事業

　１　事業目的
　　清掃工場の老朽化に伴い、新たなごみ焼却施設となるクリーンセンターの整備を進めています。施設整備の特長としては、今まで燃や
　せないごみとして処理されていたビニール類などを適正に焼却できるほか、ごみ焼却処理に伴い発生する熱エネルギーを回収して発電
　するサーマルリサイクルを行い、環境負荷の低減を図り、循環型社会の形成を推進する基幹的な施設となることを目指すものです。

　２　事業概要
　[事業箇所]　都城市山田町山田
　[敷地面積]　約２５，８７０㎡
　[主要設備]　ストーカ炉方式 施設規模：２３０ｔ/日（１１５ｔ/日×２炉）

発電出力：４，９９０kW
　[総事業費]　８，８８７，４５０千円
・　事業スケジュール予定

　３　予算額
５，３９８，９２２千円
・　予算額のうち主なものは、委託料１５，６５８千円、工事請負費５，３７８，１００千円
　①　委託料については、クリーンセンター本体施工監理等委託の経費です。
　②　工事請負費については、クリーンセンター建屋・プラントの一部の建設費用を計上しています。

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

環境森林部・環境施設課

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

環境アセスメント 造成工事等

施設整備基本計画等の策定

施設本体工事

（設計を含む）事業者選定

アドバイザリ－業務

施
設
稼
働

＜完成予想図＞
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○雇用創出ゾーン関連整備事業（大井手地区）
○雇用創出ゾーン関連整備事業（穂満坊地区）

○工業用地造成事業　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・ 【特別会計】

　１　事業目的

　２　事業概要 ○都城インター工業団地計画地

　３　予算額
①雇用創出ゾーン関連整備事業（大井手地区） ２，０００千円

②雇用創出ゾーン関連整備事業（穂満坊地区） １００，２００千円

③工業用地造成事業 ４２０，４５８千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

企画部・経営戦略課

【一般会計】

　サブシティ構想で位置づけた戦略的振興拠点地域である雇用創出ゾーンに、「都城インター工業団地」を整備します。
　都城ＩＣ周辺のポテンシャルを最大限に活かして、周辺の居住・営農・文化教育等との調和を図り、新たな雇用創出による均衡ある
発展を目指します。

　都城インター工業団地穂満坊地区は１７．３ｈａの農地を都城市
が実施主体となり造成工事を行います。特別会計では工場用地
部分の造成工事を行い、一般会計では道路や緩衝帯などの公共
施設を整備します。

高城総合支所

高城中学校

高城高校

高城小学校穂満坊地区
１７．３ｈａ

大井手地区

５．５ｈａ

大井手地区の造成工事は都城市土地開

発公社が実施しています。

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

大井手地区

穂満坊地区

分 譲

造成工事 分譲

造成工事
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○農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

環境森林部・森林保全課

　農山村の高齢化や人口減少に伴い衰退する農林業の活性化を図るた
め、宮崎県のブランドであるシイタケの生産施設及び加工施設を整備
し、特産品を活用した６次産業化を推進することで定住化を図ります。

　農事組合法人インダストリー・都城の原木及び菌床シイタケ生産・加工
施設整備に対し、経費の一部を支援します。
○人工ほだ場　２棟
○加工棟、生産・加工機械　外　一式
○菌床製造・培養・栽培棟　各１棟
○製造・包装ライン　外　一式
　平成２７年度の生産量目標は、乾シイタケ１．０５ｔ、生シイタケ２９８．５ｔ
（原木１０．５ｔ、菌床２８８ｔ）

２５０，０００千円（補助率１／２）

全体事業費５００，０００千円
　○原木シイタケ生産施設　　１２２，７２７千円
　○菌床シイタケ生産施設　　３７７，２７３千円

人工ほだ場

菌床施設

加工施設
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農政部・農政課

○「はばたけ都城」６次産業化推進事業

　１　事業目的

　２　事業概要

　３　予算額

５，０５１千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

　本市の基幹産業である「農林畜産業」は、担い手の減少、高齢化、農業所得の減少など厳しい状況です。そこで「地域資源」
を活用した農林畜産業者等による生産から加工・販売にわたる６次産業化への取り組みを様々な角度から支援していくことを
目指し、今後の都城の農業が大きくはばたいていくための６次産業化を積極的に推進していくものです。

　平成２５年度は、６次産業化の庁内体制を
確立し、支援事業等の検討を行います。

○６次産業化プロジェクトチームの設立
　・６次産業化推進構想の策定
○シンポジウムの開催
○本市の現状調査
○先進地への視察調査
○国・県事業等の補助事業窓口業務　外

１次産業

生 産

２次産業

加 工

３次産業

販売流通

６次産業化

経営発展

加工品の開発
レストラン

農産物直販所 etc
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○養豚生産性向上対策事業

　１　事業目的

　２　事業概要
母豚導入にかかる経費の一部助成
・補助単価　 ２０千円以内/頭
・対象頭数　 ５５０頭
・１戸当りの上限　 ５００千円

　３　予算額

１１，０００千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

農政部・畜産課

　現在の養豚経営は、枝肉相場の低迷、購入飼料費の高止まりなどにより非常に厳しい状況にあります。
　そこで、養豚経営の生産基盤である母豚の更新に伴う導入支援を行うことにより、生産基盤強化を図り、生産性向上、経営の安定
に寄与するものです。
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○全国和牛能力共進会対策事業（４事業）

　１　事業目的

   今後開催される宮崎県畜産共進会において、都城地域の団体優勝、併せて平成２９年に開催される第１１回全国和牛能力共進会

宮城県大会において、本市が宮崎県３連覇の一翼を担うために、必要な対策及び予算措置を講じ、生産者・関係機関一体となった

取り組みを推進します。そして、名実ともに「日本一の和牛産地」の称号獲得を目指します。

　２　事業概要

①地元産新規種雄牛精液の人工授精推進

②地元産新規種雄牛産子の肥育枝肉成績に基づく能力データの早期収集

③郡市和牛共進会出品牛導入経費支援

④出品予定農家及びＪＡ・行政職員の畜産技術の相互研鑚

　３　予算額

５２，８３０千円

【内訳】

①新規種雄牛人工授精推進事業 　　　　４，４００千円

②新規種雄牛肥育素牛導入事業 　　　１３，０００千円

③都城牛繁殖素牛促進事業 　　　３４，９８０千円

④和牛共進会プロジェクト事業 　　　　　　４５０千円

　４　来年度以降の事業計画

　平成２９年度開催の全国和牛能力共進会宮城県大会の直前まで、５か年計画で必要な対策及び予算措置を講じ、

「日本一の和牛産地」の称号獲得のために最後まで生産者をサポートしていきます。

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

農政部・畜産課

～ 「和牛五輪」ＧＯ！５プラン ～
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○ＪＲ吉都線１００周年記念事業

　１　事業目的

よる利用客数の増大やそれに伴う経済波及効果なども期待されます。

　２　事業概要
①事前事業（プロモーション、花壇整備、中高生による壁画作成、３駅同時物産展の開催、ＪＲ九州タイアップイベント　他）
②記念事業（記念式典、環霧島周遊列車の運行、出発セレモニー、ステージイベント、駅前広場イベント、展示企画、市内観光ツアー　他）

日　　程：平成２５年１０月８日（火）、もしくは前後の土、日、祝日
会　　場：ＪＲ都城駅周辺

　沿線自治体３市２町で構成する実行委員会においても、年間を通しての吉都線全線開業100周年記念の
広報ＰＲ事業、記念グッズ作成、統一イベント事業等を行っていきます。【事務局　えびの市】

　３　予算額
７，０６０千円　（沿線自治体で構成する実行委員会への負担金２，０００千円を含む）

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

商工部・商業観光課

　平成２５年（２０１３年）１０月８日に開業１００周年を迎えるＪＲ吉都線「都城駅」の歴史的価値を再認識して後世に伝えるとともに、
沿線地域の魅力を広く情報発信することによって、交流人口の拡大や地域の活性化を図るものです。吉都線の知名度の向上に

                都城駅前

吉
松

鶴
丸

京
町
温
泉

え
び
の

え
び
の
上
江

小
林

広
原

高
原

西
小
林

谷
頭

日
向
前
田

東
高
崎

都
城

え
び
の
飯
野

高
崎
新
田

万
ケ
塚

日
向
庄
内

ＪＲ吉都線 同時物産展開催駅
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○山之口ＳＡスマートＩＣ整備事業

　１　事業目的

　２　事業概要
山之口ＳＡスマートＩＣ設置に伴う関連道路整備
事業期間：平成２５年度～平成２８年度（NEXCO西日本施工分を含む。）
本年度は、道路測量設計委託及び不動産鑑定手数料
　※連結許可については、現時点では未定。

　３　予算額
本年度事業費　　　　　　２３，１３４千円
（事業費内訳）
　道路測量設計 ２２，０００千円
　不動産鑑定手数料 １，０００千円
　事務費　　　 １３４千円

調査・測量・設計

用地関係
文化財調査
工事関係

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

企画部・経営戦略課

　山之口ＳＡ（サービスエリア）スマートＩＣ（インターチェンジ）を設置することにより、①日常生活の利便性の向上・広域就業への対応
②圏域ポテンシャルを活かしたさらなる産業の振興　③新たな観光の振興　④救急搬送への対応による救急救命体制の向上　⑤災
害への対応等を図ります。

項　　目 １年目（平成２５年度） ２年目（平成２６年度） ３年目（平成２７年度） ４年目（平成２８年度）
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○郡元東南地区緊急整備事業

　１　事業の背景と目的
　郡元東南地区は、区画整理事業には取り組まないことになりましたが、狭隘道路、道路冠水地区等が存在しています。
　そこで、当該地区の市民が安心して快適に暮らすことができるよう、早期に市街地環境を改善し良好な住空間の創出を目指すものです。

　２　事業概要
　道路拡幅工事　L=　　９６６ｍ　　事業費　３４０，２００千円
　側溝布設工事　L=３，９１０ｍ　　事業費　１５６，４００千円

　総事業費　４９６，６００千円
　事業期間　平成２５年度～平成３４年度

　３　予算額

５３，０００千円
（内訳）
　道路拡幅測量設計委託　L=３２１ｍ　　事業費　３６，０００千円
　側溝布設工事　　　　　　　2L=４２５ｍ　　事業費　１７，０００千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

土木部・都市計画課
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○高城運動公園整備事業

　１　事業目的
　高城運動公園の利用者が安全で快適に競技できる運動施設の充実を図ることを目的として、公園の整備を進めます。併せて、Jリーグ
のキャンプ誘致など「スポーツランド都城」を推進します。

　２　事業概要
クラブハウス新設　木造平屋建　約３００㎡
既設トイレ改修　鉄筋コンクリート造　４７㎡
駐車場新設　約３，０００㎡
雨天練習場設計委託　外

　３　予算額
１３６，７００千円

【内訳】
クラブハウス新設 千円

既設トイレ改修 千円

駐車場新設 千円

雨天練習場設計委託外 千円３４，７００

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

高城総合支所・建設課

９０，０００
８，０００
４，０００

駐車場新設

クラブハウス新設

既設トイレ改修

雨天練習場設計

体育館

野球場

テニスコート

弓道場

給食センター

多目的広場

高城運動公園整備事業計画図
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○高崎分署移転事業 ○移転予定図

　１　事業目的

　２　事業概要
高崎総合支所敷地内へ新築移転します。
　平成２４年度　実施設計・地質調査
　平成２５年度　建設工事

　鉄筋コンクリート造
　延べ床面積　４０８㎡

　３　予算額

１３４，４９９千円
【内訳】
　工事請負費 １０３，２４６千円
　工事監理委託料 ４，３５８千円
　用地取得費 １７，７００千円
　備品購入費 ７，６００千円
　指令施設等移設費　外 １，５９５千円

平成２５年度当初予算　特色のある主な事業

消防局・総務課

　 昭和４７年に建設された都城市北消防署高崎分署は、
建設後４０年が経過し老朽化が著しく、耐震基準も満たし
ていないため、新築移転するものです。

現高崎分署

高崎総合支所

移転予定地

約４００ｍ
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